
教材 単元 関意 話聞 書く 読む 言語 評価規準

だいじょうぶ　だい
じょうぶ
本に親しもう

・物語を読んで感じたこと
や考えたことが表れるよ
うに、声に出して読む。

4 ○ ○ ○

【関】朗読に興味をもち、楽しんで朗読し
ようとしている。
【読】作品から読み取ったことが表れるよ
うに工夫して朗読している。
【言】語感、言葉の使い方に対する感覚
などについて関心をもっている。

本を読んで推薦の文章を書く。Ｃ
（２）エ

メモを使って題材
をさがそう

・連想によって言葉を広
げ、書く題材を探す。 3 ○ ○

【関】経験や出来事を思い出して文章を
書こうとしている。
【書】一つの言葉を手がかりにして題材を
探し、構成や表現を工夫して書いている。

経験したこと、想像したことなどを
基に、随筆を書く。Ｂ（２）ア

文の組み立てに
気をつけよう
漢字の練習

・言葉の係り受けに理解
を深め、意味が正確に伝
わる文を書くことの大切
さを知る。

2 ○ ○

【関】言葉の係り受けに関心をもち、注意
して文を読もうとしている。
【言】修飾・被修飾の関係をおさえ、意味
が正確に伝わる文の組み立てについて
理解している。

動物の体と気候
・文章の構成を考えなが
ら、要旨を読み取る。 5 ○ ○ ○

【関】動物の体と気候との関係に興味をも
ち、進んで感想を出したり構成に注意して
要旨を考えたりしようとしている。
【読】文章の構成を考えながら内容を読
み取り、要旨をとらえている。
【言】文や文章には、いろいろな構成があ
ることについて理解している。

書かれている内容を考えて、文章
構成図にまとめる。☆

ゲストティーチャ
―をすいせんしよ
う

・理由を明確にして、人
物を推薦するための話を
する。

3 ○ ○

【関】推薦する人の良さが伝わるように話
そうとしている。
【話聞】推薦する理由を明確にし、具体的
なエピソードを入れて話している。

人物を推薦したり、それを聞いたり
する。Ａ（２）ウ

漢字の由来に関
心を持とう
漢字の練習

・漢字の由来について知
り、漢字の四つの成り立
ちを理解する。

2 ○ ○

【関】漢字の由来に関心をもち、成り立ち
について知ろうとしている。
【言】四種類の漢字の成り立ちについて
理解している。

○
興味をもって物語を聞き、学習の見通し
をもとうとしている。

配時

１
学
期

５
月

10

11
物語の構成
に気をつけ
て読もう

自分の思い
が伝わるよう
に声に出し
て読もう

学
期
月 単元名 教材名（小単元） 目標

6世界でいちばん
やかましい音

・「設定」「展開」「山場」
「結末」の部分を確かめ
て、物語の構成をとらえ
る。

物語の構成を考えながら、紙芝居
にまとめる。☆

物語の基本的な構成を知り、展開
のおもしろさが伝わるように本の紹
介文を書く。

第５学年　国語科　年間学習指導計画

文章の構成
を考えながら
要旨を読み
取ろう

４
月

評価
言語活動

9



○
大まかな内容を読み取っている。

○
場面を考えながら、物語の基本的な構成
を理解している。

○
大切な言葉（中心人物の変容）を落とさず
に、つながりに気をつけて物語のあらすじ
をまとめている。

意見とその理由を
聞き取ろう

・ふさわしい理由を挙げ
て意見を述べているか、
考えながら聞く。

3 ○ ○

【関】理由が意見に対してふさわしいもの
かどうか、考えながら聞こうとしている。
【話聞】意見と理由を正しく聞き取り、理由
がふさわしいものであるかを判断してい
る。

話し手の理由を聞きとり、自分の
考えと比べまとめる。☆

熟語の構成を知
ろう
漢字の練習

・二字熟語について、語
の構成から意味を推測
できることを知り、その方
法を理解する。

2 ○ ○

【関】熟語に関心をもち、意味や構成を知
ろうとしている。
【言】二字熟語の構成を理解している。

新聞記事を読み
比べよう

・二つの新聞記事を読み
比べて、書き手の意図を
読み取る。

6 ○ ○ ○

【関】新聞記事には意図があることを理解
し、書き手の意図を読み取ろうとしてい
る。
【読】写真や見出しの効果を考えながら読
み比べ、記事の内容やねらいを読み取っ
ている。
【言】比喩や反復などの表現の工夫に気
付いている。

編集の仕方や記事の書き方に注
意して新聞を読む。Ｃ（２）ウ

立場を明確にして
書こう

・自分の意見が分かりや
すく伝わるように、立場を
明確にし、構成を考えて
書く。

7 ○ ○

【関】自分の立場を明確にして、自分の考
えを伝える文章を書こうとしている。
【書】相手に自分の意見が伝わるように、
効果的な構成を考えて書いている。

自分の課題について調べ、意見を
記述した文章を書く。Ｂ（２）イ

古文を声に出して
読んでみよう

・古文の冒頭を音読し、
言葉の響きやリズムを味
わうとともに、内容の大
体を知る。

3 ○ ○

【関】古文の言葉の響きやリズムに関心
をもち、味わおうとしている。
【言】古文の響きやリズムを楽しみながら
音読し、内容の大体を把握している。

○

登場人物の変化や物語のおもしろさを読
み取り、話し合いを通して考えを深めてい
る。

読み取ったことをもとに、物語のおもしろ
さが伝わるように本の紹介文を書いてい
る。

１
学
期

11

17

６
月

７
月

物語の構成
に気をつけ
て読もう

書き手の意
図を考えな
がら新聞を
読もう

6世界でいちばん
やかましい音

・「設定」「展開」「山場」
「結末」の部分を確かめ
て、物語の構成をとらえ
る。

物語の構成を考えながら、紙芝居
にまとめる。☆

物語の基本的な構成を知り、展開
のおもしろさが伝わるように本の紹
介文を書く。



本は友達
・多くの本や文章を読む
ことの楽しさを知り、読書
の範囲を広げる。

1 ○ ○

【関】自分の興味にあった本を探して読も
うとしている。
【読】読書案内や図書紹介を利用し、自分
が読みたい本を選んで読んでいる。

好きな本を探して読む。☆

水のこころ
山のあなた
俳句

・情景や心情を思い浮か
べながら、詩や俳句を声
に出して読み味わう。

2 ○ ○

【関】文語調の詩や俳句のリズムを楽しも
うとしている。
【読】詩や俳句の情景や心情を思い浮か
べながら声に出して読んでいる。

情景や心情を思い浮かべながら朗
読する。☆

パネル討論をしよ
う

・自分の立場を明確にし
て、相手の意図を考えな
がら話し合う。

5 ○ ○

【関】テーマについて自分の考えを明確に
して、パネル討論に参加しようとしてい
る。
【話聞】理由や具体例を添えて意見を主
張したり、相手の意見を理解しながら聞
いたりしている。

調べたことなどについて討論する。
Ａ（２）イ

資料を読んで考
えたことを書こう
漢字の練習

・資料を生かして、自分
の考えたことが伝わるよ
うに書く。

4 ○ ○

【関】身の回りの資料から書きたいことを
決め、相手に自分の考えが伝わるように
書こうとしている。
【書】資料から必要な情報を取り出し、資
料から引用したことと、自分が考えたこと
が明確に分かるように構成を考えて文章
を書いている。

自分の課題について調べ、意見を
記述した文章を書く。Ｂ（２）イ

○
物語に興味を持って、おもしろさの工夫を
さがしながら読もうとしている。

○

戸に書かれている言葉を自分たちの都
合のいいように解釈している二人の紳士
の心情を読み取り、そのおもしろさをとら
えている。

○

二人の紳士の変容をとらえ、主題を読み
取っている。

○○

注文の多い料理
店

・構成や表現の工夫に目
を向けて、物語を読み味
わう。

≪単元の評価規準≫

【関】物語に興味をもっ
て、おもしろさの工夫を探
しながら読もうとしてい
る。
【読】
・構成や文章表現の工夫
などから、物語のおもし
ろさを読み取っている。
・物語のおもしろさについ
て話し合い、自分の考え
を広げたり深めたりして
いる。
【言】文や文章にはいろ
いろな構成があることに
ついて理解している。

【読】出来事を押さえ、物語の構成をとら
えている。
【言】物語を４つの構成に分けている。

自分の感じたおもしろさについて解
説した『解説ノート』を作る。☆

物語のおもしろさを、ポップを作っ
て交流する。

２
学
期

１
０
月

９
月
詩と俳句を
味わおう

物語のおも
しろさを考え
て読み味わ
おう

11

17

9

１
学
期

17

７
月

書き手の意
図を考えな
がら新聞を
読もう



○

構成や文章表現の工夫などから、物語の
おもしろさを読み取っている。

○

○

○
物語のおもしろさについて話し合い、自分
の考えを広げたり深めたりしている。

ふしぎな世界へ出
かけよう

・構成を考えて、場面の
情景が伝わるように表現
を工夫しながら筋道の
通った物語を書く。

6 ○ ○

【関】想像したことをもとに物語を書こうと
している。
【書】効果的な表現や場面展開を考え、
構成をもとに筋道の通った物語を書いて
いる。

経験したこと、想像したことなどを
基に、物語を書く。Ｂ（２）ア

意味をそろえる言
葉に目を向けよう
漢字の練習

・程度や限定、強調を表
す言葉の働きや使い方
を理解し、文のニュアン
スをとらえる。

2 ○ ○

【関】副助詞の働きを興味をもって知ろう
としている。
【言】副助詞に込められたニュアンスを理
解して文の意味をとらえている。

○
森林について関心をもって読もうとしてい
る。

○
文章構成について理解している。

○
６つの意味段落をとらえている。

○
問いに関する答えの段落をとらえてい
る。

○
文章全体から主旨をとらえている。

○
もっと知りたい事をカードに書こうとしてい
る。

○
友だちの知りたい事をカードに書いてい
る。

○
本や文章から必要な情報を見つけてい
る。

自分の課題を解決するために、意
見を述べた文章や解説の文章など
を利用する。Ｃ（２）イ
自分の課題について調べ、意見を
記述した文章を書く。Ｂ（２）イ

森林につい
て興味を
持ったことを
調べよう

10 10

注文の多い料理
店

・構成や表現の工夫に目
を向けて、物語を読み味
わう。

≪単元の評価規準≫

【関】物語に興味をもっ
て、おもしろさの工夫を探
しながら読もうとしてい
る。
【読】
・構成や文章表現の工夫
などから、物語のおもし
ろさを読み取っている。
・物語のおもしろさについ
て話し合い、自分の考え
を広げたり深めたりして
いる。
【言】文や文章にはいろ
いろな構成があることに
ついて理解している。

物語のおもしろさが伝わるように、表現を
工夫して書いている。

自分の感じたおもしろさについて解
説した『解説ノート』を作る。☆

物語のおもしろさを、ポップを作っ
て交流する。

２
学
期

１
０
月

１
１
月

物語のおも
しろさを考え
て読み味わ
おう

17

・題名の工夫や述べ方に
注意して読み、要旨を読
み取る。
・いろいろな環境問題に
ついて資料を読んで調べ
る。
≪単元の評価規準≫
【関】環境問題について
資料を調べたり紹介した
りしようとしている。
【読】
・題名や述べ方に注意し
て、文章の主旨や筆者
の考えを読み取ってい
る。
・自分の課題を解決する
ために、意見を述べた文
章や解説の文章などを
利用している。
【言】
・該当学年までに配当さ
れている漢字を正しく読
んでいる。
・文や文章には、いろい
ろな構成があることにつ
いて理解している。

森林のおくりもの

9



○
本や課題に対する対する答えとしてふさ
わしい部分を選び、まとめている。

○
ブックガイドを読んで気付いた事を分かり
やすく話そうとしている。

ふさわしい方
法を選んで
発表しよう

気持ちを伝える言
葉について考えよ
う

・内容や目的に合わせ
て、効果的な発表方法を
工夫する。

8 10 ○ ○

【関】内容や目的に合わせて、どのような
発表方法が適切か考えようとしている。
【話聞】さまざまな方法を使いながら、聞
き手に分かりやすい発表をしている。

資料を提示しながら報告をしたり、
それを聞いて助言や提案をしたり
する。Ａ（２）ア

敬語を適切に使
おう

・敬語の種類や役割を知
り、適切な使い方を理解
する。

2 ○ ○

【関】敬語に関心をもち、役割や使い方を
知ろうとしている。
【言】敬語の種類と働きを理解している。

○
ブックトークを楽しんで聞き、これからの
学習に見通しをもって意欲的に取り組もう
としている。

○
物語の内容の大体をつかみ、設定の
大造じいさんの言葉や行動に着目して残
雪との関係を読み取っている。

○
本を読んで感じたことをリーフレットを通し
て伝え合い、紹介された本に興味をもっ
て読もうとしている。

自分が紹介したい本を選び、その本に用
いられている表現のよさを使って、友だち
に伝わるようにリーフレット作りに取り組
んでいる。

自分の課題を解決するために、意
見を述べた文章や解説の文章など
を利用する。Ｃ（２）イ
自分の課題について調べ、意見を
記述した文章を書く。Ｂ（２）イ

大造じいさんとが
ん
漢字の練習

・一つの物語をきかっけ
にして、関連するテーマ
の本を読み広げる。

≪単元の評価規準≫
【関】テーマを決めて本を
選び、進んでいろいろな
本を読もうとしている。
【読】
・物語のおもしろさを推薦
するために、登場人物の
相互関係をとらえ、人物
の心情を想像して読んで
いる。
・目的に応じて、複数の
本や文章などを選んで比
べて読んでいる。
【言】言葉や表現方法を
選び、自分の選んだ本に
用いられている表現の良
さをリーフレットにまとめ
ている。

8

森林につい
て興味を
持ったことを
調べよう

10 10

２
学
期

１
１
月

本を読んで推薦の文章を書く。Ｃ
（２）エ

「動物と人間の関わり」に関連する
テーマの本を読み、そのおもしろさ
をリーフレットで友だちに伝える。

○

○

・自分なりの根拠をもって、中心人物につ
いて心に残ったことを選んでいる。

・大造じいさんの気持ちを読み取ってい
る。

・物語の中で最も心に残ったことについて
表現している。
　

１
２
月

10

動物と人間
のかかわり
をえがいた
物語を読もう

・題名の工夫や述べ方に
注意して読み、要旨を読
み取る。
・いろいろな環境問題に
ついて資料を読んで調べ
る。
≪単元の評価規準≫
【関】環境問題について
資料を調べたり紹介した
りしようとしている。
【読】
・題名や述べ方に注意し
て、文章の主旨や筆者
の考えを読み取ってい
る。
・自分の課題を解決する
ために、意見を述べた文
章や解説の文章などを
利用している。
【言】
・該当学年までに配当さ
れている漢字を正しく読
んでいる。
・文や文章には、いろい
ろな構成があることにつ
いて理解している。

森林のおくりもの



古文に親しもう
・古文とその解説文を読
み、昔の人のものの見方
や感じ方を知る。

2 ○ ○

【関】昔の人のものの見方や感じ方に関
心をもち、現代の自分たちのものの見方
や感じ方と比べようとしている。
【言】時代の経過によって、言葉だけでな
くものの見方や感じ方が変わってきたこと
を理解している。

使えよう、委員会
活動

・目的に合わせて書くこと
を選び、構成を考えて書
く。

9 ○ ○

【関】委員会の活動報告を、読み手の興
味をひくように工夫してリーフレットの形に
まとめようとしている。
【書】相手や目的に応じて書く内容を選
び、構成を考えて書いている。
【書】自分の考えを明確に伝えるために
図表やグラフなどを入れたり、関心をひく
ような見出しを付けるなど表現を工夫して
いる。

事物のよさを多くの人に伝えるた
めの文章を書く。Ｂ（２）ウ

２
月

わたしの「とってお
きの一枚」
漢字の練習

・組み立てを工夫して話
し、話し手の思いをとらえ
ながら聞く。

6 ○ ○

【関】聞く人の印象に残るように組み立て
を工夫してスピーチしようとしている。
【話聞】具体的な事実や理由を取り入れ、
話の組み立てを工夫してスピーチをした
り、話し手の思いをとらえて聞き、感じた
ことを自分の言葉で表したりしている。

資料を提示しながら報告をしたり、
それを聞いて助言や提案をしたり
する。Ａ（２）ア

メディアとわ
たしたちのか
かわりにつ
いて考えよう

テレビとの付き合
い方

・例と意見との関係に注
意して筆者の考えを読み
取り、読み取ったことをも
とに自分の考えを書く。

9 9 ○ ○ ○

【関】身近なメディアに興味をもち、それら
の特性や付き合い方を考えようとしてい
る。
【読】図表や具体例が読者に与える効果
を考えながら、筆者の考えを読み取って
いる。
【言】文や文章にはいろいろな構成がある
ことについて理解している。

自分の課題を解決するために、意
見を述べた文章や解説の文章など
を利用する。Ｃ（２）イ

３
月

人間の生き
方をえがい
た伝記を読
もう

手塚治虫
・伝記を読み、人物の考
えや生き方について考え
る。

10 10 ○ ○ ○

【関】人物の生き方に興味をもち、進んで
伝記を読もうとしている。
【読】人物の生き方に対する自分の考え
を明確にしながら伝記を読んでいる。
【言】文や文章には、いろいろな構成があ
ることを理解している。

伝記を読み、自分の生き方につい
て考える。Ｃ（２）ア

３
学
期

１
月

15

10

動物と人間
のかかわり
をえがいた
物語を読もう

活動したこと
を伝える文
章を書こう


